
●住民登録数（各年4月1日現在）
宇治市 人口 前年比
2014 191, 267 ー
2015 190, 172 △ 1, 095
2016 189, 136 △ 1, 036

就学前 小学生 中学生

宇治市
償還

（注１）

他市町村

（注２）

子どもの医療費助成（府南部）

現物給付

（200円負担）

現物給付

（200円負担）

宇
治
市
の
人
口
が
２
年
連
続
１
千
人
を
超
え
て

減
少
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
転
出
超
過
数
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
14
位
で
す
（
総
務
省
資
料
）
。
就
職
・

結
婚
な
ど
人
生
の
節
目
で
あ
る
20
才
代
後
半
か
ら

30
才
代
の
他
自
治
体
へ
の
転
出
超
過
に
な
っ
て
い

ま
す
。

子
育
て
世
代
も
お
年
寄

り
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

住
み
続
け
た
い
宇
治
市
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
給
食
は
全
国
の
8
割
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
遅
れ
て
い
た
京
都
で
も
、
実
施
の
動
き
が

急
速
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宇
治
市
は

未
だ
計
画
も
あ
り
ま
せ

ん
。子

ど
も
の
医
療
費
助

成
制
度
も
宇
治
市
は
府

南
部
で
最
低
ク
ラ
ス
で

す
。
子
育
て
施
策
の
充

実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
の
市
長
は
、
宇
治
川
沿
い
の
太
閤

堤
跡
の
史
跡
保
存
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巨

大
複
合
施
設
と
し
て
「
太
閤
堤
跡
歴
史

公
園
」
を
計
画
。
し
か
も
、
設
計
・
建

設
か
ら
施
設
の
運
営
ま
で
20
年
間
も
市

外
の
民
間
企
業
に
委
ね
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
採
用
し
、
巨
大
複
合
施
設
を
計
画
。

宇
治
公
民
館
・
市
民
会
館
を
廃
止
し
、

こ
れ
ま
で
の
公
民
館
サ
ー
ク
ル
は
複
合

施
設
の
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
で

き
る
と
い
う
も
の
。

「
福
祉
・
教
育
な
ど
市
民
の
く
ら
し

を
守
る
要
求
が
渦
巻
く
中
で
、
今
な
ぜ

１
０
０
億
円
も
の
巨
大
施
設
か
？
」
と

市
民
の
批
判
が
高
ま
る
中
、
議
会
が
２

度
、
関
連
予
算
を
削
除
し
ま
し
た
。

市
長
は
9
月
に
「
公
民
館
機
能
は
外

し
て
観
光
機
能
だ
け
に
す
る
方
向
で
検

討
」
と
表
明
。
し
か
し
、
宇
治
公
民
館
・

市
民
会
館
の
存
続
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど

の
方
向
は
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

注１ 月3000円超を償還

注２ 城陽・久御山・八幡・京田辺・

井手・宇治田原・木津川・精華・

笠置・南山城

■全校実施

京都・福知山・城陽など16市町村

■実施を決定

八幡・向日・長岡京・久御山・大山崎

■実施に向けて検討

宮津（用地確保）

「臭い・汚い・暗い」・・宇治市の学校

のトイレ。宇治市の小学校22校・中学校

10校で、改修が終わったのは14校のみ。

改修計画がある学校もありますが、10校

は計画もありません。

鉄サビ？がこびりついた便器

ドアが倒れないよう板が

レールの横に打ち付けてある

21宇治市民ネットは、次の見解を発表しました。



新幹線
経営分離した

鉄道事業名
開業日 営業区間（営業キロ）

運賃

値上げ幅

東北 IGRいわて銀河鉄道 2002年12月 盛岡ー目時(82キロ） 58%

しなの鉄道
1997年10月

2015年3月

軽井沢ー篠ノ井(65.1キロ）

⾧野ー妙高高原（37.3キロ）

45～

61％

IRいしかわ鉄道 2015年3月 倶利伽羅ー金沢（17.8キロ） 14%
九州 肥薩おれんじ鉄道 2004年3月 矢代ー川内（116.9キロ） 50%

新幹線開業に伴い平行在来線を経営分離した鉄道の運賃値上げ

北陸

京都民報2016年4月11日号から作成

「
宇
治
市
民
ネ
ッ
ト
」
は
9
月
か
ら

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
千
件
を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
び
っ
し
り
と
声
が
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

■
特
に
不
便
に
感
じ
る
の
は
交

通
の
便
で
す
。
伊
勢
田
か
ら
文

化
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
に
行
っ

た
り
す
る
バ
ス
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
が
ど

ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
る
の
は
お
か

し
い
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
不
便
な
街
だ
と
思
い
ま

す
。

■
本
当
に
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
政
治
を
し
て
い
る
の
か
？
良

く
わ
か
ら
な
い
。

■
中
学
校
給
食
を
早
く
導
入
し

て
欲
し
い
。
共
働

き
で
も
、
ひ
と
り

親
世
帯
で
も
大
変
。

■
太
閤
堤
跡
公
園

な
ど
に
こ
だ
わ
っ

て
い
な
い
で
、
市
は
も
っ
と
地
道

な
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
い
べ
き
だ
。

例
え
ば
、
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
。

■
夫
の
給
料
が
や
っ
と
2
千
円
上

が
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
分
、

国
保
料
が
値
上
が
り
し
て
前
と
変

わ
ら
な
か
っ
た
の
が
と
て
も
悔
し

か
っ
た
。

府
南
部
で
、
新
名
神
高
速
道

路
建
設
に
続
き
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
、
北
陸
新
幹
線
の
府
南

部
へ
の
延
伸
、
学
研
都
市
再
開

発
な
ど
、
大
型
開
発
プ
ラ
ン
が

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
が
今
年
７
月
に
「
奈
良

市
付
近
」
を
通
る
と
表
明
。
府

内
の
財
界
は
、
学
研
都
市
を
中

心
と
し
た
府
南
部
で
北
陸
新
幹

線
と
の
リ
ン
ク
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

「
北
陸
新
幹
線
の
南
部
通
過

案
が
採
択
さ
れ
た
ら
、
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
の
複
線
化
事
業
は
ど
う
な

る
の
か
？
」
「
新
幹
線
に
並
行

す
る
在
来
線
を
Ｊ
Ｒ
の
経
営
か

ら
分
離
す
る
『
平
行
在
来
線
の

経
営
分
離
』
が
心
配
。
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
は
ど
う
な
る
？
」
「
運
賃

は
？
」
な
ど
問
題
は
山
積
み
。

さ
ら
に
新
幹
線
建
設
に
伴
う

地
元
自
治
体
の
負
担
、
平
行
在

来
線
を
経
営
分
離
し
た
場
合
の

新
会
社
へ
の
自
治
体
負
担
な
ど
、

負
担
が
増
大
し
、
福
祉
・
医
療
・

教
育
な
ど
市
民
の
く
ら
し
に
影

響
し
ま
す
。

宇
治
市
内
は
バ
ス
路
線
の
廃
止

や
、
ス
ー
パ
ー
撤
退
で
買
い
物
も

不
便
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
新

幹
線
や
北
陸
新
幹
線
よ
り
も
、
Ｊ

Ｒ
奈
良
線
の
複
線
化
や
、
「
日
常

生
活
の
足
」
の
確
保
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

与
党
の
ル
ー
ト
検
討
委
員
会
は

4
月
、
学
研
都
市
を
通
過
す
る

案
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
国
交

省
が
調
査
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

９
月
13
日
に
は
「
北
陸
新
幹

線
京
都
府
南
部
ル
ー
ト
誘
致
促

進
同
盟
会
」
が
設
立
さ
れ
、
山

城
地
域
の
12
市
町
村
長
や
国
会

議
員
が
気
勢
を
あ
げ
ま
し

た
。与

党
の
北
陸
新
幹
線
整

備
委
員
長
は
京
都
選
出
の

自
民
党
国
会
議
員
。
今
の

宇
治
市
長
は
同
「
誘
致
促

進
同
盟
会
」
副
会
長
に
就

任
。
自
民
党
の
府
連
事
務
局
長
は
、

こ
の
計
画
を
強
引
に
進
め
よ
う
と

す
る
安
倍
政
治
に
直
結
の
人
で
す
。

次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
に
よ
る
従
来
型

の
大
型
公
共
事
業
バ
ラ
マ
キ
の

政
治
が
京
都
南
部
に
持
ち
込
ま

れ
て
い
ま
す
。


